








Mさんは指示された内容の検討結果をN 部長に説明し、了承されたので、新システ

ムの設計及び構築を進めることになった。

設問1 [データ収集 API に用いる通信プロトコルの検討] について答えよ。

(1) 本文中の下線について、全国の IoT 機器からデータ収集用サーバに送信

される1時間当たりの最大になる気象データ量を答えよ。答えはMバイト単位

とし、小数第1位を四捨五入して整数で求めよ。ここで、1M バイトは 1,000k

バイト, 1k バイトは1,000 バイトとする。

(2) 本文中の下線②について、適切な通信プロトコル名の略称を5 字以内で答

えよ。

[FWの許可ルールの設計] について答えよ。設問2

(1) 表2中の a C 「に入れる適切な字句を答えよ。

(2) L社の保守用 PCを用いてデータ分析用サーバのOSやミドルウェアなどの更

新ファイルをインターネットから取得して適用する場合、表2のどのルールに

よって許可されるか。表2の項番を全て答えよ。

設問3 〔処理遅延対策の検討〕について答えよ。

(1) 本文中の d 「に入れる適切な字句を、図1の構成要素名で答えよ。

(2) 本文中の e f に入れる適切な字句を解答群の中から

選び、記号で答えよ。

解答群

アコネクション数 イスケーラビリティ

ウスループット エフィルタリングルール数

カポート数オプロビジョニング

(3) 本文中の下線③について、新システムに追加する機能の名称を解答群の中

から選び、記号で答えよ。

解答群

ア IDS

WAF
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イ NAS

エロードバランサー


